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これらのことを話したのは、 
あなたがたがわたしによって平和を得るためである。 
あなたがたには世で苦難がある。 
しかし、勇気を出しなさい。 
わたしは既に世に勝っている。 
（ヨハネによる福音書 １６：３３） 



☆チャペル・スケジュール☆

時間　１０：３５～１１：０５　　場所　各学部チャペル�

◇総合政策学部早天祈祷会　毎水曜日　午前８：４０～　　　於　Ｉ号館312教室�
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『詩編』シリーズ ⑤  平林孝裕（神学部助教授）�

舟　木　　　讓 （宗教主事）�

中　道　基　夫 （神学部助教授）�

小　栗　　　献 （神戸聖愛教会牧師）�

田　淵　　　結 （宗教主事）�

いのちを考える ⑨  藤井美和（社会学部助教授）�

栗　林　輝　夫 （宗教主事）�

人間を考える ⑦  藤田友尚（経済学部教授）�

聖歌隊による巡回音楽チャペル�

村　田　俊　一 （総合政策学部教授）�

太　平　有　紀 （Ｍ２）�

共に生きる ①  Ruth Grubel（宣教師）�

Christian M.Hermansen（宣教師）�

舟　木　　　讓 （宗教主事）�

辻　　　　　学 （宗教主事）�

学生礼拝「インドで見たもの感じたこと」聖書研究部�

休み�

10月30日（月）�

�

10月31日（火）�

�

�

�

�

�

�

�

11月１日（水）�



お金で魂が救われないなんて？！�

　マルティン・ルターの掲げた「９５箇条の提題」の中に、「金貨がチャリン

と音を立てると、魂が煉獄から飛び出る」との教えを否定したものがある。

周知のように、これは当時の贖宥状販売のスローガンの一つを批判したも

のであり、こうしてルターは、聖書に拠った贖罪や救済の真の姿を議論しよ

うとした。�

　金銭を払って魂が救われるとの教えが、当時の人々にとって重圧であっ

たことは想像できる。第一、お金のない人はどうするのか、あるいは様々な

事情からお金を出せない人は親不孝なのか、等など。死者のためにできる

ことはなんでもしたいという想いが人にはあり、そこにつけ込まれると拒否

できないところがある。「アレ?」と疑問に感じても、「死者のため」、「煉獄

から魂が飛び出る」と言われると購入せねばならないとの圧力を感じてし

まう。たとえば身内の葬儀のおりに葬儀屋があれやこれやとオプションを提

示してきたが、遺族の一人として断れるものではなかった。亡くなった人の

ためと言われると、そうかもしれないと妙に納得してしまうものだ。こうした

理不尽さに対してルターが批判を展開したのであれば、喝采をおくりたく

なるし、また当時、彼の思想が受容されたことも理解できよう。�

　しかし、お金で救われるというのは、きわめて安楽なことでもある。とくに

お金持ちにすれば、そんなに安い話しはない。金銭で確実に救済が手に

入るというのだから、贖宥状が売れたのも容易に想像できる。今日でもアブ

ナイ宗教が金銭の供出を強要してくるとその話しに乗ってしまう人がいる

のも、なによりもそれが楽、あるいは出来そうに思えるからだろう。それだっ

たら自分にもできる、なんとかなると思えてしまう。このような人に対して、ル

ターだったらどのように言うのだろうか。聖書的かどうかだけでなく、こうし

た人々の心理、欲求を考えると、一体どのように説得したらよいのか。その

意味で、お金で救われないとは、とても厳しいことを言っているのである。

生活全体が悔い改めだと言うことも、かなり厳しい。金銭によって様々な快

適さが手に入る世の中である。経済の発達したこの日本社会の中でキリ

スト教の贖罪、救済を語ることは、この点が難しいのではないか。いま宗教

改革を考えるとき、この問題を考えてみなければならない。�

（神学部助教授）�

土 井 健 司 �



● 人権教育研究室公開研究会�

　　「同じ会社で働く同僚としての”ホームレス”」�

�　　と　き：１０月３０日（月）１７：００～１８：３０�

�　　ところ：関西学院大学図書館ホール�

�　　報告：稗田和博（『ビッグイシュー日本版』ライター）�

�　　司会：阿部　潔（社会学部教授）�

�　　＜一般公開・参加無料＞�
�
● 関西学院のクリスマス関連行事�

　　学部合同アドベント・チャペル（上ヶ原キャンパス）�

　　　１２月１日（金） １０：３５～１１：０５　中央講堂�

　　ＫＳＣクリスマス・オルガンコンサート�

　　　１２月４日（月）１２：４５～１３：２５　ＫＳＣランバスチャペル�

　　アドベント礼拝　クリスマスツリー点灯�

　　　１２月４日（月） １８：３０�

　　　　西宮上ヶ原キャンパス　中央芝生�

　　　　神戸三田キャンパス　　ＫＳＣランバスチャペル�

　　ランバス演奏会「クリスマスコンサート」平井満美子（うた）＆佐野健二（リュート）�

　　　１２月５日（火）１７：００　ランバス記念礼拝堂（上ヶ原）�

　　ＫＳＣクリスマス・オルガンコンサート�

　　　１２月８日（金）１２：４５～１３：２５　ＫＳＣランバスチャペル�

　　大学合同クリスマスチャペル�

　　　１２月１１日（月） １０：２０～１１：２０�

　　　　上ヶ原キャンパス　中央講堂�

　　　　神戸三田キャンパス　理工学部チャペル�

　　オルガンコンサート「サウンド・オブ・クリスマス」�

　　　１２月１２日（火）１６：５０　ランバス記念礼拝堂（上ヶ原）�

　　大阪梅田キャンパスクリスマス�

　　　１２月１３日（水）�

　　　　コンサート　　　１７：００　アプローズタワー１Ｆガレリア�

　　　　クリスマス礼拝　１８：００　アプローズタワー14Ｆ�

　　関西学院聖歌隊キャンドルライトサービス�

　　　１２月１４日（木）　１７：００　ランバス記念礼拝堂(上ヶ原)�

　　関西学院クリスマス礼拝　音楽で祝う降誕 �

　　　神戸三田キャンパス　　　　１２月　７日（木） １８：３０　�号館２０１�

　　　上ヶ原キャンパス　　　　　１２月１５日（金） １７：００　中央講堂�

��　「メサイア」コンサート　関西学院聖歌隊�

　　　１２月２０日（水）　１８：００　ランバス記念礼拝堂（上ヶ原）�

�　　関西学院クリスマス at ザ・シンフォニーホール�

　　　１２月２１日（木）　１８：３０�
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